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ア 学則変更（収容定員変更）の内容  

  

令和 3年度から，健康科学部において下記表 1の通り収容定員の変更を行う。 

具体的には，福祉工学科の入学定員を 70名から 100名に変更する。 

 

表１ 変更を行う学部・学科の入学定員と収容定員 

(単位：人) 

学科名 専攻・専修名 

現行 変更後 

入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

収容 

定員 

福祉工学科 
情報工学専修 

70 280 100 400 
建築バリアフリー専修 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻 40 160 40 160 

作業療法学専攻 40 160 40 160 

介護学専攻 40 160 40 160 

健康科学部合計 190 760 220 880 

※下線は変更する定員 

 

イ 学則変更(収容定員変更)の必要性 

 

（1）社会からの要請への対応 

日本福祉大学は，昭和 28年，故鈴木修学によって創設された。「万人の福祉のために，真

実と慈愛と献身を」という建学の精神に基づき，中部社会事業短期大学として発足し，昭和

32年から，日本福祉大学として建学の精神を発展させてきた。 

健康科学部福祉工学科は，平成 7 年に愛知県半田市に新たに設置した半田キャンパスに

開設した情報社会科学部を起点として，平成 20年から，工学（情報工学，建築学）の技術

を福祉に応用する教育・研究を展開してきた。 

情報工学専修では，開設当初より本学の特徴である福祉，医療，リハビリテーション等へ

の利活用を視野に置き，情報工学に関わる教育・研究活動を展開してきた。IT 人材に対す

る需要は質・量ともに年々増しており，2015年の人材不足数約 17万人に対して，2030年で

は約 59万人が必要となると予測されている(経済産業省，平成 28年【資料１】)。IoT,ビッ

グデータ,AI,ロボットに象徴されるいわゆる第 4 次産業革命においては，これまで実現不

可能と思われていた社会の実現が可能となり，産業構造や就業構造が劇的に変わる可能性

があるとされている。このような社会的背景のもと，情報技術系人材の育成および確保につ

いての社会的要請は極めて高く，今後さらにその傾向が強まることも予想される。本専修

は，平成 30 年度より，情報技術とリハビリテーション・福祉との融合領域という他大学に
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はない特徴をより明確に打ち出すよう教育内容を改善し，このような社会的要請および人

材需要に対して的確に応えることができる人材を育成している。情報技術はいずれの産業

分野においても求められるものであることから，本専修の強みを活かし，タブレット PCや

スマートフォンなどの情報端末を福祉に活かすアプリケーション開発，健康づくりに組む

ことができる支援システム，福祉分野での利用を想定した IoTの実験，地域と連携した災害

時の情報システムの開発，デジタルファブリケーションの利点を活かした地域活性化と地

域包括ケアシステムの推進などの，より実践的な教育内容を展開している。また，情報技術

を活用した高齢者や障害者の生活支援を行う人材を養成するために，大学の工学系では本

専修が国内で唯一である，福祉用具プランナー((公財)テクノエイド協会)取得に対応した

教育カリキュラムを組み入れ実施している（【資料２】）。これもまた，大いに期待されて

いる介護ロボットへの情報技術の活用への取組みの１つである。平成 29年度以前の入学生

においても,株式会社 NTTデータ MSEやトランスコスモス株式会社等の情報通信分野やフラ

ンスベッド株式会社等の福祉用具・医療機器などの製造・流通分野への就職実績があり,平

成 30 年度以降の入学生については,上記教育の成果として社会的要請および人材需要に対

して的確に応えることができる人材をより多く輩出できるものと考えられる。政府により

提唱されている「Society 5.0」では，人工知能（AI）の社会的な必要性が謳われており，

「AI戦略 2019」の中で，AI 人材の育成目標が掲げられているなど，AI教育における大学の

役割が重要となっている。医療・福祉分野においても，認知症予防を目的とした AIロボッ

ト利用，介護サービスのケアプラン作成での AIの活用，病気の診断や画像診断に関わる AI

開発など，AIの利活用から開発まで AIの必要性が高まっている。情報工学専修では，収容

定員の変更とともに，「健康・医療・介護・福祉」分野で AIの利活用に貢献できる人材養

成のための教育を展開していく。 

 建築バリアフリー専修においては，①6.18倍に達した建設技術者の高い有効求人倍率（平

成 30年）（【資料３】），②超高齢社会や障がい者の社会進出に伴う社会インフラ整備の

必要性，③平成 22年に愛知県で開催された COP10を契機とした自然環境と共生した街づく

りの推進などに対応して，平成 25 年から建築士課程のカリキュラムを発展させ，福祉建築

領域，環境建築領域において実践力を身につけるための演習科目，特徴的な専門科目をより

充実させてきた。福祉施設との協働による施設設計（【資料４】）,民間企業との産学連携

による生態系ネットワークの推進（【資料５】），海外大学とのワークショップを契機とし

た学術協定（【資料６】）のほか，行政との連携による中心市街地活性化の取り組み（【資

料７】），大学周辺の亀崎地区と協働した地域密着型の演習型講義の展開（【資料８】）な

ど，社会からの要請に即した取り組みを推進している。このような実戦を意識した教育と就

職指導の結果，これまでに積水ハウス株式会社，大和ハウス工業株式会社，パナソニックホ

ームズ株式会社等の大手住宅メーカーや準大手ゼネコン，住友林業緑化株式会社，名鉄環境

造園株式会社等の大手緑化・造園系会社に高い就職実績を出してきた。また,建築士不足や

建築士の高齢化の問題に対して,大学卒業後早期の受験を可能とするため,一級建築士の実
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平成25年度
（2014年3月卒）

平成26年度
（2015年3月卒）

平成27年度
（2016年3月卒）

平成28年度
（2017年3月卒）

平成29年度
（2018年3月卒）

平成30年度
（2019年3月卒）

卒業者数（a） 57 63 62 47 53 56

就職希望者数（b） 50 63 60 45 53 55

就職者数（c） 50 63 60 45 53 55

就職希望者対比就職率（c/b） 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

務経験が受験要件から免許登録要件となるよう建築士法が改正されるなど，建設業界にお

いて若い世代の人材需要がさらに高まっている中，建設業界にさらに多くの人材を輩出す

ることにより，社会からの人材要求により応えることができると考えている。 

 なお，福祉工学科ではきめ細かな教育指導，就職指導の結果，平成 25-30年度まで 6年連

続して就職率 100%（就職者数/就職希望者数）（表２）と，社会で求められている人材を継

続的に輩出している。 

 

 

表２ 日本福祉大学健康科学部福祉工学科 就職率推移    (単位：人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）進学需要への対応 

平成 25年度に福祉工学科の入学定員を 70名とし，専修制（健康情報専修，バリアフリー

デザイン専修）を導入した。さらに，平成 30年度からは，教育内容の充実とともにその内

容にあわせた専修名称（情報工学専修，建築バリアフリー専修）に変更した。 

平成 30年度の専修名称変更後，大学進学の各種媒体上にて分類される学問の分野が社会

学系統から工学系統へと変更となった。そのことにより，福祉工学科の両専修の併願構造が

変化し，他大学の工学系統の学科と併願されるようになった。その結果，福祉工学科情報工

学専修の志願者数は平成 27年度の 191人から令和元年度では，588人へと増加し，平成 30

年度以降，入学者数においても充足できている。また，建築バリアフリー専修の志願者にお

いては，平成 27年度の 248 人から令和元年度の 737人へと約 3倍増加しており，入学者に

おいては，過去 5年のいずれの年度も入学定員の充足率が 100％を超えている。 

さらに，最新の令和 2年度の一般入試前期日程（Ａ方式・Ｂ方式）の志願者数は，情報工

学専修では令和元年度の 58人に対し令和 2年度は 110人に，建築バリアフリー専修では令

和元年度の 121 人に対し，令和 2 年度は 179 人とさらに増加している。これにより，他大

学の工学系学部との併願構造が確固たるものになっていると推測され，進学需要がより高

まっていると考えられる。 
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     表 3 直近 5年間の志願者・合格者・入学者の推移   (単位：人) 

福祉工学科 
 

情報工学専修 建築バリアフリー専修 

入学定員 70 30 40 

平成 27年度 

志願者 439 191 248 

合格者 362 149 213 

入学者 67 21 46 

充足率 95.7% 70.0% 115.0% 

平成 28年度 

志願者 500 226 274 

合格者 402 171 231 

入学者 65 22 43 

充足率 92.9% 73.3% 107.5% 

平成 29年度 

志願者 679 292 387 

合格者 411 144 267 

入学者 72 18 54 

充足率 102.9% 60.0% 135.0% 

平成 30年度 

志願者 864 402 462 

合格者 565 233 332 

入学者 106 44 62 

充足率 151.4% 146.7% 155.0% 

令和元年度 

志願者 1325 588 737 

合格者 449 216 233 

入学者 81 39 42 

充足率 115.7% 130.0% 105.0% 

 ※太枠内は,福祉工学科の専修名称変更後 

 

 

以上のように，福祉工学科では社会が求める人材の育成とともに社会との連携を通じた 

教育の実績，情報通信産業，建築業の人手不足の状況，進学需要を踏まえ，現在の教育研究

環境を改善・維持できる範囲で，定員増を行う。福祉工学科は専修別の入学定員を設定して

定員管理をしているため，福祉工学科情報工学専修の入学定員を 30 名から 40 名，福祉工

学科建築バリアフリー専修の入学定員を 40名から 60名に変更する（表 4）。 

 

 

 

4



表 4 変更を行う学科の専修別の入学定員と収容定員 

(単位：人) 

学科名 専修名 
現行 変更後 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

福祉工学科 
情報工学専修 30 120 40 160 

建築バリアフリー専修 40 160 60 240 

学科合計 70 280 100 400 

 

ウ 学則変更(収容定員変更)に伴う教育課程等の変更内容 

 
（ア） 教育課程の変更内容・他学部等に影響を与える授業科目等 
情報工学専修においては，現在，1 年次では大学での学習方法を習得させるとともに，情

報技術者としてのリテラシー科目，数学科目，プログラミングなどの情報基礎科目や，情報

技術を「ふくし」や健康に活かすための基礎科目を配置している。2 年次ではアルゴリズム，

ネットワーク，データベースなど，卒業研究へとつながる情報専門科目を配置するととも

に，「ふくし」に関わるシステムやアプリケーションを開発できるよう科目を配置している。

3 年次では 1〜2 年次の科目を基礎として，セキュリティ，Web プログラミング演習などの

情報専門職としての技術を身につけるための専門科目，IoT など情報技術に関わる実験を配

置している。また，専門職として活躍できる専門性を深めるために，情報資格，福祉資格を

取得するために必要な科目を配置するとともに，キャリア形成科目を配置している。そし

て，3 年次，4 年次には情報技術を応用した卒業研究に取組み，健康な暮らしをサポートす

るための情報システムに関わる研究や生活支援機器の製作に取り組んでいる。 
本学則変更（収容定員変更）にともない情報工学専修では，現在の教育課程に加え，人工

知能の理解に必要な数学科目（情報数学 I・情報数学 II）を 1 年次に追加するとともに，正

課外で数学のリメディアル教育を充実させる。2 年次では人工知能の関わる科目（人工知能

I・人工知能 II）を配置する。また，1 クラス 40 人を基本とするが，実験機器等の高度な指

導が必要なため 1 クラス最大 30 人で行う必要のある演習系科目は，1 クラス開講から 2 ク

ラス開講とする計画としている。演習系科目のクラス数の変化を表 5 に整理する。 
 
 

表 5 定員増に伴う演習系科目のクラス数の変化 

学年 科目名（単位数） 
30 人定員 
クラス数 

40 人定員 
クラス数 

3 情報工学実験（2） 1 2 
3 健康情報実験（1） 1 2 
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建築バリアフリー専修においては，定員 60 人となるに伴い，従来 1 クラス 40 人での開

講を基本としていた演習系科目を，1 クラス 30 人の 2 クラス開講を基本とする計画として

いる（学びの入門となる「建築デザイン入門」「環境建築入門」は 1 クラス 15 人の 4 クラ

ス）。なお，本専修が設置された平成 20 年度（当時は専攻）は定員 80 人であり，演習系科

目は 1 クラス 40 人の 2 クラス体制で実施しており，平成 25 年度に専修が定員 40 人とな

った際もこれを踏襲してきた。今回の変更では従前よりも 1 クラスあたり少ない人数とす

ることで，よりきめ細かな教育を展開していく。40 人定員を 60 人定員に変更することに伴

う，演習系科目のクラス数の変化を表 6 に整理する。 
 

表 6 定員増に伴う演習系科目のクラス数の変化 

学年 科目名（単位数） 
40 人定員 
クラス数 

60 人定員 
クラス数 

1 基礎数学Ⅰ（2） 1 2 
1 基礎数学Ⅱ（2） 1 2 
1 建築デザイン入門（2） 2 4 
1 環境建築入門（2） 2 4 
1 建築図学（2） 1 2 
1 建築製図演習（4） 1 2 
2 確率統計学演習（2） 1 2 
2 建築デザイン表現演習（2） 1 2 
2 建築測量実習（2） 1 2 
2 建築 CAD 演習（2） 1 2 
2 建築設計演習Ⅰ（4） 1 2 
2 建築設計演習Ⅱ（4） 1 2 

 ※基礎数学Ⅰは,建築バリアフリー専修のクラス数のみ。 
この外,情報工学専修において 1 クラス開講している。   

                   
学科両専修で科目数増,クラス数増に伴う教員配置とするため,他学部・他学科への影響は

発生しない。 
 
（イ） 教育方法及び履修指導方法の変更内容・他学部等への影響 
情報工学専修においては，「（ア）教育課程の変更内容・他学部等に影響を与える授業科目

等」で述べた人工知能の理解に必要な数学科目（情報数学 I・情報数学 II）の追加を含めて，

数学科目の教育内容をより体系的に学べるように変更する。基礎数学 I・II では，情報工学

および生活支援機器の作成に必要な基礎的な数学分野の教育を強化する。そして情報数学

I・II（新規）では，人工知能などの情報工学の理解に必要な線形代数,微分,確率・統計に関
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する内容を行う。人工知能 I・II（新規）では，人工知能の理解に必要な知識や数学,Python
等を使ってのプログラム実装や活用の方法に関する内容を行う。さらに，「Society 5.0」に

代表される社会の求めに応じるため，情報工学実験の時間数を増やして，人工知能や IoT に

関わる実験を強化する。新規科目の追加に伴い，4 年次科目「卒業研究Ⅱ」の履修前提とな

る科目に,「情報数学Ⅰ」・「情報数学Ⅱ」・「人工知能Ⅰ」の 3 科目を追加する。 
建築バリアフリー専修においては，「イ 学則変更(収容定員変更)の必要性」の通り，建築

分野の社会的情勢および本専修の志願者状況に合わせた定員とすることを目的に定員増と

するが，このことに伴う教育方法の変化は，「（ア）教育課程の変更内容・他学部等に影響を

与える授業科目等」に記したように，教育方法及び履修指導方法に大きな変更はしないが,
演習系科目を中心に少人数でのより緻密な学生対応が可能となる。特に,本専修の特色であ

る福祉建築，環境建築領域の確実な知識・技術の定着を目的として，3 年次科目の中に 4 年

次科目「卒業研究Ⅱ」の履修前提となる科目に,「福祉住環境計画」・「エコロジカル建築設

計演習」・「福祉環境設計演習」・「ビオトープ計画施工演習」・「環境分析評価演習」の 5 科目

の中から 6 単位以上を追加する。 
なお,両専修とも，他学部・他学科等への影響はない。 

 
本学部のディプロマ・ポリシーを実現するべく配置している福祉関連専門科目について

は変更しないが，工学関連専門科目の充実に伴い，一部学生（社会福祉士受験資格取得者：

平成 29 年度 4 名，平成 30 年度 6 名，令和元年度 3 名）に開講してきた要卒単位に含まな

い資格独自科目については廃止する。このことに伴い，社会福祉士受験資格がなくなるた

め，カリキュラム・ポリシーの社会福祉士受験資格取得に関する部分を削除する。 
 
（ウ） 教員組織の変更方針 
 情報工学専修では人工知能に関わる科目を担当する教員配置とする。また，建築バリアフ

リー専修ではクラス数の増加に伴う教員配置とする。 
 
（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 
 今回は，既存学科の収容定員変更と一部科目の追加のみである。情報工学専修では，人工

知能関連の講義科目，演習科目の追加のため，実験を行うための機材を追加する。建築バリ

アフリー専修では，収容定員変更前後でクラス数を増やすため，ＰＣスペック増設やソフト

の購入など新たに学習環境を整備する。 
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助
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1前 1 〇 兼3
1後 1 〇 兼3
1前 2 〇 兼1

社会学 1前 2 〇 兼1
1前 2 〇 兼1

憲法 1後 2 〇 兼1 集中
倫理学 1後 2 〇 兼1
健康科学概論 1前 1 〇 1 兼6
自然科学概論 1後 2 〇 1
情報処理演習 1前 2 〇 兼2
スポーツと健康Ⅰ　 1前 1 〇 兼2
スポーツと健康Ⅱ 1後 1 〇 兼2
こころとからだ 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
日本福祉大学の歴史 1後 2 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1
ろう文化と手話 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
聴覚障害者の理解と支援 1前 1 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
1後 4 〇 兼1
2後 2 〇 兼1 オンデマンド
2後 2 〇 兼1 オンデマンド

ふくしフィールドワーク実践 3後 2 〇 兼1
3後 1 〇 1
－ 2 43 — 1 1 0 0 0 兼34
1前 2 〇 1 兼1
1後 2 〇 1
1後 2 〇 1

情報数学Ⅰ 1後 2 〇 1
1前 2 〇 兼1

情報工学入門 1前 2 〇 1
1前 2 〇 1

情報処理 1後 2 〇 1
2後 2 〇 兼1

健康情報演習A 2前 2 〇 1
2後 2 〇 1

論理回路 2前 2 〇 1
2前 2 〇 1

社会調査法 3前 2 〇 兼1
－ 2 26 — 3 2 0 2 0 兼4
1後 2 〇 1

介護福祉論 1前 2 〇 兼2
コンピュータシステムⅠ 1後 2 〇 1
プログラミング演習Ⅰ 1前 2 〇 1
プログラミング演習Ⅱ 1後 2 〇 1
障害者福祉論 2前 2 〇 兼1
地域福祉論Ⅰ 2前 2 〇 兼1
力学基礎 2前 2 〇 1
コンピュータシステムⅡ 2前 2 〇 1
データ構造とアルゴリズムⅠ 2前 2 〇 1
リハビリテーション工学 2後 2 〇 1
オブジェクト指向プログラミング演習 2前 2 〇 1
データベース 2後 2 〇 1
システム設計論 2後 2 〇 1
情報ネットワーク 2前 2 〇 1
福祉用具演習 2前 1 〇 1
身体機能リハビリテーション 2前 2 〇 1
認知機能リハビリテーション 2後 2 〇 1
福祉用具市場の理解 2後 2 〇 1 兼2
医療システム開発演習 2後 2 〇 1
Webプログラミング演習 2後 1 〇 1
情報アクセシビリティ 2後 2 〇 1
情報セキュリティ 2後 2 〇 1
人工知能Ⅰ 2後 2 〇 1
データ構造とアルゴリズムⅡ 3前 2 〇 1

基礎演習

確率統計学演習

小計（　14科目）

健康情報演習B

専
門
科
目

福祉社会入門

視覚障害者支援論

情報数学Ⅱ

国際コミュニケーションⅠ

国際理解

情報英語

リハビリテーション論

経済学

ふくしと減災コミュニティ
知多半島のふくし

ふくしとフィールドワーク

小計（　25科目）
基礎数学Ⅰ
基礎数学Ⅱ

【添付資料】
別記様式第２号（その２の１）

専
門
基
礎
科
目

総
合
基
礎
科
目

授業形態

－

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

国際コミュニケーションⅡ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（健康科学部福祉工学科情報工学専修）

配当年次

地震と減災社会

心理学

福祉用具論

専任教員等の配置

医学一般Ⅰ（からだのしくみ）

授業科目の名称 備考

単位数
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【添付資料】
別記様式第２号（その２の１）

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（健康科学部福祉工学科情報工学専修）

配当年次

専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

単位数

マルチメディア 3前 2 〇 1
キャリア開発 3前 2 〇 兼1
高齢者福祉論 3前 2 〇 兼1
組込みプログラミング演習 3後 1 〇 1
生体情報とバイオメカニクス 3前 2 〇 1
リハビリテーションシステム 3後 2 〇 1
マルチメディア演習 3前 1 〇 1
ＣＡＤ演習Ⅰ 3前 1 〇 1
ＣＡＤ演習Ⅱ 3前 1 〇 1

3後 2 〇 1 2
住環境整備・住宅関連機器 3前 2 〇 1
健康情報実験 3後 1 〇 1
生活支援機器演習 3前 1 〇 1
生活と情報技術 3後 2 〇 1
福祉用具プランニング演習Ⅰ 3後 1 〇 1
福祉用具プランニング演習Ⅱ 3後 1 〇 兼1
健康情報総合演習I 3前 1 〇 1
健康情報総合演習II 3後 1 〇 1

3前 1 〇 1
キャリア研究 3前 2 〇 兼1
人工知能Ⅱ 3前 2 〇 1
卒業研究Ⅰ 3通 4 〇 3 2
卒業研究Ⅱ 4通 4 〇 3 2

－ 8 79 — 3 2 0 2 0 兼8
情報技術Ⅰ — 2 — —
情報技術Ⅱ — 2 — —
情報技術Ⅲ — 2 — —
情報技術Ⅳ — 2 — —
キャリア形成Ⅰ — 2 — —
キャリア形成Ⅱ — 2 — —
キャリア形成Ⅲ — 2 — —
キャリア形成Ⅳ — 2 — —
インターンシップⅠ — 1 — —
インターンシップⅡ — 2 — —

－ — — 19 0 0 0 0 0 0

2前/後 2 〇 兼1 オンデマンド

－ 2 0 0 0 0 0 兼1

－ 12 148 19 3 2 0 2 0 兼44

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

自
由
科
目
※

要
卒
単
位
に

は
含
ま
な
い

社会学・社会福祉学関係，工学関係学位又は学科の分野学位又は称号 学士（健康科学）

単
位
認
定
科
目
※

－

小計（　10科目）

－

福祉工学科
総合基礎科目 10単位以上
専門基礎科目・専門科目 80単位以上
総合基礎科目と専門基礎科目・専門科目
あわせて計124単位以上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

2学期

15週

90分

※単位認定科目在学
中に指定資格を取

得、またはインター
ンシップ先を自己開
拓し、一定の要件を
満たした場合に本人
の申請により大学で
修得した単位として
認定する科目のこと

合計（　87科目単位認定科目除く）

小計（　1科目）

－

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－小計（　48科目）

専
門
科
目

ビジネススキル

業界研究

情報工学実験
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教
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師

助
　
教
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1前 1 〇 兼3
1後 1 〇 兼3
1前 2 〇 兼1

社会学 1前 2 〇 兼1
1前 2 〇 1

憲法 1後 2 〇 兼1 集中
倫理学 1後 2 〇 兼1
健康科学概論 1前 1 〇 1 兼6
自然科学概論 1後 2 〇 兼1
情報処理演習 1前 2 〇 兼2
スポーツと健康Ⅰ　 1前 1 〇 兼1
スポーツと健康Ⅱ 1後 1 〇 兼1
こころとからだ 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
日本福祉大学の歴史 1後 2 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1
ろう文化と手話 1前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
聴覚障害者の理解と支援 1前 1 〇 兼1 オンデマンド

1前 2 〇 兼1 オンデマンド
1後 4 〇 兼1
2後 2 〇 兼1 オンデマンド
2後 2 〇 兼1 オンデマンド

ふくしフィールドワーク実践 3後 2 〇 兼1
－ 2 42 — 1 1 0 0 0 兼32
1前 2 〇 兼2
1後 2 〇 兼1
1後 2 〇 兼1
1前 2 〇 兼1

建築デザイン入門 1前/後 2 〇 1 1
1前/後 2 〇 1 1
2前 2 〇 1
3前 2 〇 兼1
－ 2 14 — 1 1 0 2 0 兼5
1後 2 〇 兼1

介護福祉論 1前 2 〇 兼2
建築計画Ⅰ 1後 2 〇 1
建築図学 1前 2 〇 兼1
建築製図演習 1後 4 〇 1
建築学概論 1前 2 〇 1 2 2
建築材料Ⅰ 1前 2 〇 1
障害者福祉論 2前 2 〇 兼1
地域福祉論Ⅰ 2前 2 〇 兼1
建築ユニバーサルデザイン論 2後 2 〇 兼1
建築人間工学 2前 2 〇 1
建築デザイン表現演習 2前 2 〇 1
建築材料Ⅱ 2後 2 〇 1
建築構造力学 2前 2 〇 1
建築構造力学応用 2後 2 〇 1
建築測量実習 2後 2 〇 兼1 集中
建築ＣＡＤ演習 2後 2 〇 1
環境政策論 2後 2 〇 1
建築法規 2前 2 〇 1
生態学概論 2後 2 〇 兼1
建築計画Ⅱ 2前 2 〇 1
建築設計演習Ⅰ 2前 4 〇 1
建築設計演習Ⅱ 2後 4 〇 1
建築生産 2後 2 〇 兼1
都市計画論 2後 2 〇 1
エコロジカル建築 2前 2 〇 1
都市景観生態学 2後 2 〇 兼1
キャリア開発 3前 2 〇 1
高齢者福祉論 3前 2 〇 兼1
森林保護学 3後 2 〇 1
福祉住環境計画 3前 2 〇 1
建築設備 3後 2 〇 兼2
建築一般構造 3前 2 〇 1

3後 2 〇 1
建築環境工学 3前 2 〇 兼1

授業科目の名称

小計（　8科目）

国際コミュニケーションⅠ

ふくしとフィールドワーク
国際理解

リハビリテーション論

心理学

社会調査法

【添付資料】
別記様式第２号（その２の１）

専
門
基
礎
科
目

総
合
基
礎
科
目

授業形態

－

－

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

国際コミュニケーションⅡ

教 育 課 程 等 の 概 要

基礎数学Ⅰ

専任教員等の配置

配当年次

（健康科学部福祉工学科建築バリアフリー専修）

地震と減災社会

備考

経済学

科目
区分

福祉社会入門

視覚障害者支援論

単位数

ふくしと減災コミュニティ
知多半島のふくし

基礎数学Ⅱ

小計（　24科目）

医学一般Ⅰ（からだのしくみ）

環境建築入門
確率統計学演習

専
門
科
目

福祉用具論

建築一般構造応用
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【添付資料】
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授業形態

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

専任教員等の配置

配当年次

（健康科学部福祉工学科建築バリアフリー専修）

備考
科目
区分

単位数

エコロジカル建築設計演習 3前 4 〇 1
福祉環境設計演習 3後 4 〇 1
環境経済学 3前 2 〇 1
建築防災計画 3前 2 〇 1
ビオトープ計画施工演習 3後 4 〇 1
環境分析評価演習 3後 2 〇 1
造園学 3後 2 〇 兼4 集中
都市緑化論 3前 2 〇 1

3後 2 〇 1
キャリア研究 3前 2 〇 1
卒業研究Ⅰ 3通 4 〇 2 2 1
企業・行政研究 4前 2 〇 1
卒業研究Ⅱ 4通 4 〇 2 2 1
ビオトープ研究 4前 2 〇 兼1 集中

－ 8 106 — 3 2 0 2 0 兼17

情報技術Ⅰ — 2 — —
情報技術Ⅱ — 2 — —
情報技術Ⅲ — 2 — —
情報技術Ⅳ — 2 — —
キャリア形成Ⅰ — 2 — —
キャリア形成Ⅱ — 2 — —
キャリア形成Ⅲ — 2 — —
キャリア形成Ⅳ — 2 — —
インターンシップⅠ — 1 — —
インターンシップⅡ — 2 — —

－ — — 19 0 0 0 0 0 0

2前/後 2 〇 兼1 オンデマンド

－ 2 0 0 0 0 0 兼1

－ 12 162 19 3 2 0 2 0 兼53

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

※単位認定科目在学中に
指定資格を取得、または
インターンシップ先を自
己開拓し、一定の要件を
満たした場合に本人の申
請により大学で修得した
単位として認定する科目
のこと

－

小計（　10科目）

社会学・社会福祉学関係，工学関係

－

小計（　50科目）

福祉工学科
総合基礎科目 10単位以上
専門基礎科目・専門科目 80単位以上
総合基礎科目と専門基礎科目・専門科目あわせて計124単位以
上を修得しなければならない。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

学士（健康科学）

自
由
科
目
※
要

卒
単
位
に
は
含

ま
な
い

2学期

ビジネススキル

15週

90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

小計（　1科目）

－

－

単
位
認
定
科
目
※

環境共生のまちづくり

学位又は称号

合計（82科目※単位認定科目除く）

授業期間等

専
門
科
目

学位又は学科の分野
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